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本論文は 2 編から構成されている。第 1 篇は CO2 動力プラントのサイクル論的研究で， 6 章からな
っている。第 1 章は緒論である。第 2 章では液相圧縮 CO2 サイクルをプレイトンサイクル効率改善
の一方法としてとらえ，その有利性をサイクル論的立場から証明している 0 1 第 3 章では CO2 サイク
ルの熱効率特性つまり高温，高圧化によるサイクル効率の改善などを再熱の場合を含め明らかにし，
さらにターピンの大きさ，熱伝達率，圧力損失に関して従来の水ランキンサイクルの場合と比較，検
討している。第 4 章では CO2 の物性値近似式を作成し，これを用いてサイクルを解析し，各因子の
熱効率などに及ぼす影響を数式で表明している。第 5 章ではエクセルギを用いてサイクルを解析し，
サイクルを解析し，サイクルにおけるエネルギー損失を原因別に分析する方法を示し，また分析結果
を示している。第 6 章は結論で 第 1 編で特られた結果の総括である。























300気圧， タービン入口温度 650 0C以上では従来のサイクルよりも有利になることを示した D この
検討に際して各種因子の影響を簡単な数式で表現し，大局的判断の便に供し，またエクセルギ解析
結果も示した。
(3) このサイクルによる動力プラント実現への実証的研究として，出力 3KWの小型タービン， 2 本
並列コイル管より成る加熱器を中心とする一連の試験プラントを建設し，実証運転を行い，とくに
プラントの動特性を理論的解析結果と比較した。このプラントは小型で、はあるが液相から気相への
相変化を伴なう加熱器および再生器をもっ点は現実のプラントと同様で、あり，その静特性と動特性
を測定し，理論値と比較検討した点に意義がある。
熱機関の熱効率改善に向けての研究開発は多方面にわたって行なわれているが，本論文は二酸化炭
素を作業流体とする液相圧縮超臨界圧プラントに関してその大局的判断の基礎となる新知見を提供し，
機械工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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